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令和６年度　学　校　評　価

　そう思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　そう思わない　　わからない

考察

1 豊かな心と健やかな体を育む 2 自ら学びに向かう力を育む教

学校は、豊かな心と健やかな体を育む教育

の充実に努めていると思いますか。

学校は、こどもが自分で考え、自分か

ら取り組む授業づくりに取り組んでい

豊かな心と健やかな体を育む教育と自ら

学びに向かう力を育む教育を通して主体

的に考え行動する力において、「そう思

う」「どちらかかといえばそう思う」の

割合が、９３％を超えており本校が取り

組んでいる特別活動や道徳における教育

3 社会の形成や持続的発展に主体的に貢献する力を育む教育の推進


学校は、学校生活や地域社会をよりよくす

るために考えたり、行動したりするこども

学校生活や地域社会をよりよくするため

によりよくするために主体的に考え行動

する力を育んでいるかでも、「そう思

う」「どちらかかといえばそう思う」の

割合が、８０％を超えており本校が取り

組んでいる学級における学習の充実が深

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

4 5 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

学校は、こどもが、学習の方法やペースを

自分で選んだり決めたりしながら学ぶ授業

学校は、こどもが、対話などを通し

て、他の人の考えや意見を自分の学び

個別最適な学びと共同的な学びの一体的

な充実においては、そう思う」「どちら

かかといえばそう思う」の割合が、９

０％を超えており本校が取り組んでいる

学びの充実が深まっていると考察する。

特に、対話を通し自分の学びに生かす点

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

6 特別支援教育をはじめとする多様な教育的ニーズに対応した支援の充実 7 インクルーシブ
教育の推進

学校には、こどもが助けを必要とするとき

に、先生や友達から支えてもらえる温かな

学校では、こどもがそれぞれの違いを

認め、お互いを尊重し合って共に学び

学校における支援体制で、約９０％の指

示があり評価を受けている。以前より、

保護者の「そう思う」が２０％伸びたま

まであり、教職員の校内のケース会や毎

月の校内支援委員会、保護者との教育相

談の開催、新入生においては２０件を超
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学校における支援体制で、約９０％の指

示があり評価を受けている。以前より、

保護者の「そう思う」が２０％伸びたま

まであり、教職員の校内のケース会や毎

月の校内支援委員会、保護者との教育相

談の開催、新入生においては２０件を超

（３）最適な教育環境の整備

8 安全・安心な園づくりの推進 9 地域や家庭と連携した教育環境の整備

学校は、こどもの安全を守る環境の整備を

進めるとともに、安全教育（生活・交通・

学校は、地域や家庭の人と協力して、

授業や行事などの教育活動を進めてい

昨年に引き続き、本校教育における肯定

的な意見が９０％を超えており、毎月の

職員による安全点検、点検後の修理、安

全教育の推進が充実につながった結果と

考えられる。更に、取り組み環境を子供

にとって安全な場にしていきたい。ま

（４）こどものいのちと権利の擁護

10 こどもの最善の利益を守る環境づくり

学校は、こどもの意見を反映させ、こども

の権利を守るとともに、こどもや保護者が

本校教育における肯定的な意見が９０％

を超えており、本校の特別活動や道徳教

育の推進が、子供の意見の反映に繋がっ

ていると考える。また、教職員が、子供

の意見を守ることに意識が高まってお

り、普段の教育活動や様々な保護者との

独自項目

独自項目1 独自項目2

学校は、児童がわくわくする学校づくりに

取り組んでいると思いますか。

学校は、学級会などで学校でやりたい

楽しいことや問題を話し合わせていま 昨年同様、本校教育目標に直結する項目

において肯定的な意見が９０％を超えて

おり、教育目標が教職員・児童・保護者

で共有され教育の充実につながったと結

果である。また、昨年度より、児童の

独自項目3

道徳の授業などで「４つの心」を考えなが

ら勉強を頑張っていますか。
本校の教育目標である「４つの心」にお

いて、肯定的な意見が９０％を超え、教

育目標が様々な形で日常の子供の行動に

なり、保護者に浸透している様子が分か

る。また、児童の「そう思う」が１０％

来　年　度　の　具　体　的　な　取　組　に　つ　い　て
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・本年度の取り組みを、この学校評価をもとに教職員で振り返り、さらに子供をよりよくするために全教

職員で共通実践したり、成果を共有する中で、職員・保護者・児童・地域とともに学校目標の実現に向け

実践していく。

・本年度に伸びている部分においてはより研究を充実させ、さらに改善が必要な点については、その原因

を教職員で話し合い本年度から取り組んでいきたい。

・本校の教育目標においての評価はとても高かった。また、評価項目の言葉を日常においても教育目標と

小　中　学　校　関　係　者　評　価

・授業参観時にとても落ち着いている。発表時の様子もはきはきとして、内容もよく考えており、普段の

授業の充実がうかがえる。

・「４つの心」に基づいて教育目標が児童、保護者にわかりやすく示されており、授業や掲示物などでも

共通して示されている。さらに、深めていってほしい。

・低学年、中学年、高学年のそれぞれのよさがあり、また、個人個人での伸びもあり学校の雰囲気の良さ

が伝わってくる。
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